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体育館視聴覚コーナー 大型遊戯場

選考評

シェルターインクルーシブプレイス コパル
（山形市南部児童遊戯施設）

2022（令和4）年4月に開館した「シェルターインクルーシブ
プレイス コパル」（山形市南部児童遊戯施設）は、山形市によ
る子育て環境整備の一環としてPFI事業として建設され、
運営される児童遊戯施設。

雨天時や冬期間に子どもたちが生き生きと遊べる施設であ
るとともに、子育て相談や、保護者が交流できる機能を備え
る子育て支援の拠点として整備された。

インクルーシブをテーマに、障がいの有無や国籍、家庭
環境の違いにかかわらず、すべての子どもたちに開かれた
場づくりが目指され、車椅子に対応したスロープにより体育館
と大型遊戯場をひとつながりの空間として回遊できる計画と
なっている。

青木 淳（建築家）

初期段階から運営・事業計画と膝を交えて設計を進める
ことになるPFI事業の枠組みの、その最良の流れのなかで
でき上がっていった建築である。そのことが、まずこれからの

「建築」のあり方に希望を与えてくれる。
しかも、さまざまな主体が交わってでき上がっていったはず

の建築物は往々に正しいだけの凡庸なものになりがちである
が、この建築は、障がいの有無に関わらずに、ただそこに
居る（走り回る？）だけで楽しい空間の実現を達成していること、
それと関係するが、公園ランドスケープがそのまま建築化さ
れたような環境になっていることにおいて、建築の新しい地
平を開いている。

さらに鉄骨でがっちりと固めながら、木造部を露出させるこ
とや、工期が短いなかで後発注で間に合う特注柱を併用す
るなど、構造・構法的にも目を瞠るものがあり、「建築界に
感銘を与えた建築作品を設計した建築家」に与えられる村
野藤吾賞にふさわしい。

三分一 博志（建築家）

「ROKI Global Innovation Center –ROGIC–」（小堀哲夫）、
「シェルターインクルーシブプレイス コパル」（o＋h）、「下瀬
美術館」（坂 茂）の3作品が最終的な受賞候補に上がった。
どれも村野藤吾賞の「建築界に感銘を与えた建築作品」に
ふさわしく、今回はコロナ明けの3年ぶりの審査となり、過去
にない大変多くの作品が応募されたとのことだったので、3
作品への授賞を提案したが叶わなかった。
「ROKI」は10年という年月を経ても、さらにその価値が変

わるものでないことへの高い評価、「コパル」はPFI事業・イ
ンクルーシブプレイスという新たな枠組みへの挑戦に対する
高い評価、「下瀬美術館」は瀬戸内らしさと、その完成度
の高さ、建築家の高い志の一貫した取り組みが高く評価さ
れた。

どれも評価軸が異なり難しい審査であったが、審査委員
会の熟議の結果、村野藤吾賞には「コパル」が選ばれた。
受賞された大西麻貴氏と百田有希氏には今後のさらなる活
躍を期待したい。他の2作品も受賞に値する作品であったこ
とを記しておきたい。

福田 卓司（建築家）

「シェルターインクルーシブプレイス コパル」は、自由曲線
でつくられたふたつのフロアが8の字型のスロープによってひ
とつながりとなった、原っぱのような空間を生み出している。
児童遊戯施設という新たなビルディングタイプで、ランドスケー
プ・建築・遊具が一体となったきわめてユニークな作品であ
る。子どもも大人も素足で活動しているということもあり、全
体が生き生きとした空気感で満たされている。

施設名に「インクルーシブプレイス」とあるが、PFI事業と
いう枠組みが良い形で作用しており、事業の構成メンバー
相互も真にインクルーシブな関係でプロジェクト自体が進めら
れた稀有な例である。建築家が発注者や運営者・施工者
とともに、すべての子どもたちひとりひとりと真摯に向き合い、
細部までひとつひとつ原点に立ち返って丹念に紡ぎ出し、村
野藤吾賞にふさわしい建築が生まれた。

藤岡 洋保（建築史家）

今回の推薦作品のうちで、「ROKI」と「シェルターインク
ルーシブプレイス コパル」に強く惹かれた。

前者は、閉鎖的で、実験機器が所狭しと並ぶのが当たり
前だった研究所というビルディングタイプに新たな提案をした
もので、天竜川からの風を取り入れられる場所に建物を配し、
研究者が開放的な空間に一堂に会するようにし、変化に富
んだ空間構成とあいまって、とても居心地のいいものになっ
ている。

また、後者は、開放的な立地条件を生かして適度な開放
性と閉鎖性を感じさせ、子どもたちが遊び方を工夫できる仕
掛けを用意している。自由曲面で構成された屋根端部が武
骨になるのを避けているだけでなく、その屋根をほっそりした
柱で支えているように見せているのも注目で、構造設計の巧
みさも感じられる。

熟議の結果、村野藤吾賞にはこの「コパル」が選ばれた。
その設計者である大西麻貴氏と百田有希氏の作品は、壁
や天井の配置を工夫して変化に富んだ空間の構成をめざし
ているようで、今回もその手法がうまく展開されている。今後
のさらなる飛躍を期待したい。

所在地	 山形県山形市大字片谷地580-1

設計	 大西麻貴＋百田有希／o+h

施工	 高木・シェルター特定建設工事共同企業体

敷地面積	 　22,295.30m2

建築面積	 3,334.81m2

延床面積	 3,175.90m2

階数	 地上2階

構造	 鉄筋コンクリート造　鉄骨造　木造屋根

工期	 2020（令和2）年11月〜 2022（令和4）年3月

大西 麻貴 （おおにし・まき） 写真左

1983年 愛知県生まれ／ 2006年 京都大学工学部建築学科卒業／
2008年 東京大学大学院工学系研究科建築学専攻修士課程修了／
2008年〜 大西麻貴＋百田有希/o+hを共同主宰／ 2016年～ 京都大
学非常勤講師／ 2022年～ 横浜国立大学大学院Y-GSA教授

百田 有希 （ひゃくだ・ゆうき） 写真右

1982年 兵庫県生まれ／ 2006年京都大学工学部建築学科卒業／
2008年同大学大学院工学研究科建築学専攻修士課程修了／ 2008年
〜 大西麻貴＋百田有希/o+h共同主宰／ 2009 〜 14年 伊東豊雄建築
設計事務所勤務／ 2017年〜 横浜国立大学非常勤講師

西側外観。背後に蔵王連峰を遠望する。

平面図 縮尺 1/2,000
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©copal内観。体育館とエントランスホール。奥に大型遊戯場。



村野藤吾賞について

　村野藤吾賞は日本現代建築に多大な功績を残した建築家・村野藤吾を記念し、

建築界に感銘を与えた建築作品を設計した建築家を毎年ひとり選んで贈る賞です。

　この賞を維持、運営することにより、建築界を担う次世代の育成を目的とした村野

藤吾記念会が主催します。

　村野藤吾記念会は、村野藤吾賞の趣旨とその継続に賛同し、基金へ醵金いただ

いた方 を々会員とし、 会員の互選により選出された委員、および委員会により選出され

た代表によって運営されています。

　受賞者に正賞として贈られる村野藤吾の肖像を刻んだ銀製のメダルは、村野と同

じく芸術院会員で文化勲章受章した彫刻家、圓鍔勝三（えんつば・かつぞう、1905 – 

2003）によるもので、第1回より変わらず、受賞者の栄誉を称えています。

村野藤吾記念会
代表	 古谷 誠章

監査役	 可児 才介　安田 幸一

委員	 亀井 忠夫　賀持 剛一　栗生 明　佐野 吉彦　菅 順二

	 関野 宏行　田名網 雅人　日置 滋　福田 卓司　松隈 洋

	 大森 晃彦（事務局）

 〒162-0802 新宿区改代町42 金森ビル302
tel. 080-1989-8672（事務局：守山久子）
office@muranotogoprize.com
http://muranotogoprize.com

村野藤吾記念会
Togo Murano Committee


